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本誌第69巻第 3 号に掲載された「同世代の友達か

らの飲酒と喫煙の誘いに対する高校生の断り方」に

対してコメントをいただきましたので，お答え申し

上げます。

表 12 対象者の状況（学科別）のご指摘に関して，

初回投稿時は，対象者の状況を男女別の結果（表 1

1）のみで掲載した表としていました。査読過程に

おいて，普通科と工業高校での喫煙や飲酒の割合に

ついて示すこと，および，その結果に応じては多変

量ロジスティック回帰分析で学科別でも調整を行う

よう査読者からご指摘を受けた経緯があります。こ

の査読者からのご指摘については，本研究での対象

者が比率抽出されたものではなく，協力の得られた

高校に在籍する生徒であったため，学科という所属

層別での差異について示すと共に，その結果に応じ

て必要があれば多変量解析で調整すべきであるとい

うもので，道理に適っていると考えました。

それゆえ，学科別で対象者の状況を分析したとこ

ろ，喫煙や飲酒の割合の他，誘いを断る自己効力，

間接的な社会的影響の全てで有意差があることが確

認できました。これを受けて，多変量ロジスティッ

ク回帰分析においても学科別を調整変数に加えて再

分析を行いました。こうした修正作業を終えて，表

12 を追加し，合わせて表 3 での再分析を掲載する

ことにしました。

ただ，本研究の目的は，日本の高校生を対象に，

飲酒と喫煙の誘いに対する断り方の特徴，および現

在飲酒，現在喫煙との関連について明らかにするこ

とであり，投稿者のご指摘のとおり「高校の種別に

よる差異や効果的な取り組みを開発すること」では

ありません。ですので，表 12 では結果を事実とし

て示すに留め，それに関わる考察も行いませんでし

た。このことは，本研究の結論を解釈する上で最低

限必要な情報であったと考えております。

また，「研究で生じる集団の被害」への配慮の必

要性や，その一例として Foulks の文献1)を紹介いた

だき，大変勉強になりました。ただ，先住民族イヌ

ピアットの事例は，彼らにアルコール依存症が多い

という主旨の論文が発表されたこと以外にも，当時

の様々な社会状況が重層的に影響し合っていたこと

が指摘1)されています。これに比して，本研究が同

様の「不用意な結果を生む可能性」はほとんどない

ものと考えております。さらには，論文全体とし

て，本誌の読者に工業高校に通う生徒に対する誤っ

た印象を与えるような可能性もほとんどないのでは

ないかと思います。

とは言え，「公衆衛生において社会的な階層を考

慮することは重要であり，一方でその解釈について

十分配慮することが求められる」という点は，投稿

者のご指摘のとおりと思われます。次回以降の研究

で生かしていきたいと考えております。この度は有

益なご意見をいただき大変勉強になりました。誠に

ありがとうございました。
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